
平成１５年第３回防府市議会定例会会議録（その１） 

 

○平成１５年２月２８日（金曜日） 

 

○議事日程 

  平成１５年２月２８日（金曜日）   午前１０時 開会 

   １ 開  会 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 会期の決定 

   ４ 閉会中の議員辞職許可の報告について 

   ５ 市長行政報告 

   ６ 交通網整備促進対策特別委員会の中間報告 

     県央部合併問題調査研究特別委員会の中間報告 

     中心市街地活性化対策調査特別委員会の中間報告 

   ７ 推薦第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

   ８ 選任第 １号 防府市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

   ９ 議案第 ４号 新たに生じた土地の確認について 

     議案第 ５号 字の区域の変更について 

   10 議案第 ６号 新たに生じた土地の確認について 

     議案第 ７号 字の区域の変更について 

   11 議案第 ８号 字の区域の変更について 

   12 議案第 ９号 平成１４年度防府市一般会計補正予算（第８号） 

   13 議案第１０号 平成１４年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第４号） 

     議案第１１号 平成１４年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５

号） 

     議案第１２号 平成１４年度防府市と場事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第１３号 平成１４年度防府市青果市場事業特別会計補正予算（第２号） 

     議案第１４号 平成１４年度防府市同和地区住宅資金貸付事業特別会計補正予

算（第１号） 

     議案第１５号 平成１４年度防府市土地取得事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第１６号 平成１４年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号） 
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     議案第１７号 平成１４年度防府市老人保健事業特別会計補正予算（第３号） 

     議案第１８号 平成１４年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

   14 議案第１９号 平成１４年度防府市水道事業会計補正予算（第１号） 

     議案第２０号 平成１４年度防府市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

 

○本日の会議に付した事件 

   目次に記載したとおり 

 

○出席議員（２９名） 

       １番  横 見   進 君      ２番  山 下 和 明 君 

       ３番  河 杉 憲 二 君      ４番  行 重 延 昭 君 

       ５番  山 本 久 江 君      ６番  藤 本 和 久 君 

       ７番  斉 藤   旭 君      ８番  横 田 和 雄 君 

       ９番  岡 村 和 生 君     １０番  弘 中 正 俊 君 

      １１番  安 藤 二 郎 君     １２番  山 田 如 仙 君 

      １３番  田 中 敏 靖 君     １４番  藤 野 文 彦 君 

      １５番  馬 野 昭 彦 君     １６番  木 村 一 彦 君 

      １７番  熊 谷 儀 之 君     １８番  佐 鹿 博 敏 君 

      ２０番  松 村   学 君     ２１番  大 村 崇 治 君 

      ２２番  広 石   聖 君     ２３番  久 保 玄 爾 君 

      ２４番  今 津 誠 一 君     ２５番  河 村 龍 夫 君 

      ２６番  藤 井 正 二 君     ２７番  青 木 岩 夫 君 

      ２８番  深 田 慎 治 君     ２９番  平 田 豊 民 君 

      ３０番  中 司   実 君 

 

○欠席議員 

  なし 

 

○説明のため出席した者 

  市 長  松 浦 正 人 君   助 役  土 井   章 君 

  収 入 役  林     甫 君   財 務 部 長  湯 浅 克 彦 君 

  総 務 部 長  中 村 武 則 君   総 務 課 長  渡 辺 知 明 君 
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  生活環境部長  戸 幡 昭 彦 君   産業振興部長  阿 部   實 君 

  土木建築部長  林   勇 夫 君   都市整備部長  清 水 義 久 君 

  健康福祉部長  村 田 辰 美 君   教 育 長  岡 田 利 雄 君 

  教 育 次 長  山 下 州 夫 君   水道事業管理者  吉 田 敏 明 君 

  水 道 局 参 事  井 上 孝 一 君   消 防 長  山 根 徹 雄 君 

  監 査 委 員  大 木 孝 好 君 

 

○事務局職員出席者 

  議会事務局長  山 下   正 君   議会事務局次長  中 村 武 文 君 

 

午前１０時 ０分 開会 

○議長（中司  実君） ただいまから平成１５年第３回防府市議会定例会を開会します。 

 

○議長（中司  実君） 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

  会議録署名議員の指名 

○議長（中司  実君） 本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。 

 １５番、馬野議員、１６番、木村議員、御両名にお願い申し上げます。 

 

  会期の決定 

○議長（中司  実君） 会期についてお諮りします。 

 今期定例会の会期は、本日から３月２５日までの２６日間としたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から３月２５日までの２６日間と決定しました。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほどお願いします。 

 

  閉会中の議員辞職許可の報告について 

○議長（中司  実君） 去る２月２５日、石丸議員から一身上の都合により、同日付で

議員を辞職したい旨の届け出がありましたので、地方自治法第１２６条の規定により、同
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日、議員辞職願を許可いたしましたので、御報告します。 

 

  市長行政報告 

○議長（中司  実君） これより市長の行政報告を受けます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 損害賠償請求事件の判決の確定について御報告申し上げます。 

 本件につきましては、平成１３年９月定例市議会で、相手方が第一審の判決を不服とし

て、広島高等裁判所に控訴した旨御報告申し上げましたが、平成１４年７月２日の第５回

口頭弁論をもって結審し、１２月１７日に判決が言い渡されました。判決は、控訴を棄却

するという内容のもので、第一審に引き続き、本市の勝訴でございました。 

 なお、同判決は、本年１月６日の経過により確定いたしております。 

 これによりまして、平成９年７月４日及び同年８月６日に本市を被告として提訴された

名誉毀損及び会社倒産による損害賠償請求訴訟は終了いたしました。 

 また、勝訴判決が確定いたしまたので、本件訴訟を依頼しておりました３名の弁護士に

対する報酬金の支払いにつきましては、予備費から充用させていただきました。 

 以上、御報告申し上げ、行政報告を終わります。 

○議長（中司  実君） ただいまの行政報告に対する質疑につきましては、一般質問に

含めてお願いしたいと思います。したがって、この質問の要旨は本日の午後５時までに御

提出いただきますようお願いします。 

 

  交通網整備促進対策特別委員会の中間報告 

  県央部合併問題調査研究特別委員会の中間報告 

  中心市街地活性化対策調査特別委員会の中間報告 

○議長（中司  実君） この際、交通網整備促進対策特別委員会、県央部合併問題調査

研究特別委員会及び中心市街地活性化対策調査特別委員会より、審査の過程について中間

報告をしたい旨の申し出がございましたので、これを許します。 

 なお、質疑につきましては、各特別委員長の中間報告の後、一括で受けたいと思います。 

 まず、交通網整備促進対策特別委員会の中間報告を受けます。藤野特別委員長。 

        〔交通網整備促進対策特別委員長 藤野 文彦君 登壇〕 

○１４番（藤野 文彦君） 去る２月１７日に交通網整備促進対策特別委員会を開催し、

幹線道路網要望と幹線道路の事業進捗状況について協議いたしましたので、その経過につ

いて御報告を申し上げます。 
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 まず、幹線道路網要望についてでございますが、執行部より「道路財源確保につきまし

ては、国における道路財源の一般財源化等の提起以来、極めて厳しい状況下にありますが、

受益者負担の原則にのっとり、一般財源化など、他に転用されることなく、道路整備の推

進のために充てるよう、また、道路に関する新たな長期計画を策定し、今後とも道路整備

費を確保することにより、都市の再生、地方の活性化、個性ある地域づくりなどの長期的

な視点に立って一層推進するよう、国・県を初めとした各関係機関へ道路整備予算の獲得

要望を行いました。 

 また、富海地区における国道２号の２車線区間に起因した交通混雑の解消や円滑な救急

活動を確保するために拡幅要望が地区住民から高まっているため、暫定２車線区間の４車

線化等とあわせて、安全で快適な高規格幹線道路の早期整備を、国土交通省を初めとする

各関係機関への要望・陳情を行ってまいりました。 

 また、県に対しましては、一般県道中関港線の新規事業採択について、防府市の南部臨

海工業地域を通過する防府環状線を構成する道路線であり、国道２号及び山陽自動車道防

府東・西インターチェンジへの接続を新規採択するよう要望いたしました」との報告を受

けました。 

 次に、幹線道路の実施状況につきましては、都市計画道路環状１号線、都市計画道路佐

波新田線、県道防府湾岸道路、佐波川自転車道、県道大内右田線及び農免農道牟礼小野線

について、用地買収や工事の状況、今年度末における事業進捗率等について報告を受けま

した。 

 以上の報告を受けた後、質疑に入りました。 

 主なものを申し上げますと、「農免農道牟礼小野線について、総延長６.１キロメート

ル、第１期分が１.３キロメートルで２０億６,０００万円とのことであるが、また、昨今

の国における道路財源の見直し論議も勘案し、今後の事業進捗の見通しはどのように考え

ているのか」との質疑に対し、「この農免農道は、佐波川の右岸と左岸を結んで、その地

域における農地及び農業近代化施設を直結して、農業振興を図る目的でございます。今後

の事業進捗の見通しについては、財源問題も含めた公共事業の見直し議論の中で、県当局

では当事業を現在施工中の県道三田尻港徳地線までを第１期工事ととらえ、地区内完了を

急ぎ、現在集中的に事業を進められているところでございます。残りの第２期工事につい

ては、早くとも平成１８年以降とのことですが、今後、費用対効果を調査され、事業進捗

について検討されることになろうかと思われます」との答弁がございました。 

 また、「高井における国道２号と２６２号、佐野台ケ原における国道２号と旧国道２号

の交差点の立体交差について、今後の見通しは」との質疑に対し、「国土交通省では、当
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面、国道２号の４車線化を優先に整備する計画でございます」 

 また、「県道大内右田線について、玉泉湖から山口市境までの計画はどのように考えて

いるのか」との質疑に対し、「玉泉湖までの工事は完了しておりますが、山口市境までの

整備の実施時期は、未定であり、新規要望しております県道中関港線、植松の跨線橋と、

旧２号線の三差路から佐波川、山陽自動車道を越えて、国道２号線につなぐ路線の延長で、

県道大内右田線につなぐ計画でございます」との答弁がございました。 

 また、要望として「農免農道牟礼小野線への今後の事業投資については、事業費の一部

として市費から持ち出されるものもあるわけだから、極力経費のむだにならないようにし

ていただきたい」との要望がございました。 

 また、「久兼地区の児童・生徒の通学時の安全確保のために、佐波川自転車道のうち、

この通学路区間だけでも早期工事着手をお願いしたい」との要望もございました。 

 さらに、「国道２号の富海戸田山地区の拡幅については、交通事故も多発しており、交

通渋滞も慢性化しているので、毎年国土交通省等、各関係機関に要望活動を行われている

が、徳山市の方にも十分お願いしていただきたい。 

 また、国道２号の大道から鋳銭司に抜ける４車線化につきましても、今後、中核都市構

想の中でも幹線になり、交通量ももっとふえることが予想されるので、引き続き強力な要

望活動をお願いしたい」との要望もございました。 

 以上をもちまして、交通網整備促進対策特別委員会の中間報告とさせていただきます。 

○議長（中司  実君） 次に、県央部合併問題調査研究特別委員会の中間報告を受けま

す。河杉特別委員長。 

        〔県央部合併問題調査研究特別委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○３番（河杉 憲二君） 去る２月１０日に県央部合併問題調査研究特別委員会を開催し、

県央部合併推進協議会の状況報告及び合併に関する市民アンケートの結果概要について協

議いたしましたので、その経緯と経過について御報告申し上げます。 

 まず、県央部合併推進協議会の状況についてでございますが、執行部より県内の合併協

議会の設置状況、県央部における合併に向けての取り組みとして、推進組織の状況、各行

政、議会の状況等が、また県央２市４町の啓蒙活動の状況、法定合併協議会設置に向けて

のスケジュールなどについて報告を受けました。 

 次に、合併に関する市民アンケートの概要報告については、執行部より１月初旬から中

旬にかけて、１８歳以上の市民を対象に、地区及び年齢別の２段階で無作為に抽出された

３,０００人を対象に実施され、回収率が約５０％であったこと、内容については、中高

年齢層に比べ若年層の回収率が低かったものの、県央部の合併については、約６割を超え
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る方々が合併の必要性について認識しておられること、また、県央部合併の枠組み、合併

問題を考える上で得たい情報、県央部に集積を期待する機能などについての回答状況の報

告がなされました。 

 以上の報告を受けた後に質疑に入りました。 

 主なものを申し上げますと、「法定合併協議会の設置に当たり、その中で最大の協議項

目の一つである新市建設計画をつくり上げるのには、現在２市３町の地方交付税が合併算

定がえの切れる１５年後にどの程度まで減少していくのかを試算しておく必要があるが、

どの程度になるのか。 

 また、権限移譲の割合が人口３０万人以上の中核市と、人口２０万人以上の特例市とで

はかなり違うが、２市３町では３０万人にならない。それでもなおかつ合併を進めようと

する意義はどこにあるのか」との質疑に対し、「地方交付税が将来どうなるかは、その時

の人口規模、経済情勢、国の財政状況、市の財政状況等に影響され、また、地方への税源

移譲論議もされている中、将来的には地方財政を取り巻く環境が大きく変化していること

も予想され、今の段階ではそれを詳細まで議論するには不確定要素が多過ぎ、困難です。 

 また、２市３町で３０万人に足りないという新市の人口についても、平成１２年の国勢

調査の数値であり、将来的にも微妙な数値で予想が困難であり、権限移譲につきましても、

合併しても、しなくても、地方分権時代に対応して権限移譲されてくることが予想され、

これらを踏まえた議論は非常に困難です」との答弁がございました。 

 さらに、「ずっと市民には２市４町で人口３０万人の中核市を目指すと言われてきた

が、２市３町では人口３０万人にならないが、人口３０万人になるとならないとでは、

国・県の補助金、議員の数、権限など、どのような違いが出てくるのか」との質疑に対し、

「合併特例交付金や県の補助金につきましては、２市４町であれば１８億円交付されるも

のが、２市３町では１２億円に、議員の数は３０万人以上であれば４６人、２０万人以上

であれば３８人に、権限移譲につきましては、３０万人以上の中核市では政令指定都市の

約７５％が、２０万人以上の特例市では約１５％の権限が移譲されます」との答弁がござ

いました。 

 これに対し「まちの将来像や新市の計画を考える上でも、２市４町で進められてきた県

央部合併の枠組みが変わるという、このような大きな変更について、一度、市民なり、そ

の代表である議会には、今後の合併協議や、どういう枠組みで進めるべきかの問いかけが

あってしかるべきではなかったのか」との質疑に対し、「今でも２市４町の枠組みで進め

るのが最良と考えております。阿知須の事情で２市３町の法定合併協議会の設置議案を上

程することになりましたが、３月末までに再び加入したい旨の申し出があれば、加入して
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いただくことになりますし、それが一番望ましい姿であると思っております。 

 しかしながら、２市３町での合併は意味がないということではなく、合併は究極の行政

改革であるという観点からも大きなメリットがあると考えており、まずは２市３町での合

併協議に入りたいということに対し、議会の御判断を仰ぐという意味で、法定合併協議会

の設置議案を提案するわけでございます」との答弁がございました。 

 さらに、「それであれば、２月に２市３町での法定合併協議会の設置議案を議会に提案

しなくても、阿知須の判断がなされる３月末まで待って、法定合併協議会の設置議案を提

案すればいいのではないか」との質疑に対し、「いずれ合併しないと山積する行政需要に

対応できないとすれば、法定期限内に合併するのがいいし、近隣の町の町長選挙、防府市

の市議会議員選挙の日程なども考えれば、一日も早い合併協議がよりよい選択であると考

えております」との答弁がございました。 

 また、「合併に関する市民アンケートの結果をどのように受けとめているか」との質疑

に対し、「あくまでも現段階におきましては、ある程度の市民の方々に御理解をいただけ

るところまできたと判断しており、これからも住民への説明会や、意向調査を行うなど、

さらなる住民の合意形成に向けて取り組んでいきたいと考えております」との答弁がござ

いました。 

 また、「市町村合併の動機の一つに、国の地方交付税の財源不足があるのは周知の事実

であり、合併しても、しなくても、将来的に地方交付税が徐々に減額されていくことは避

けられないと思われ、その意味で市町村合併は避けられない問題であるということは認識

しているが、地方自治体がこのように苦労しているにもかかわらず、国は市町村合併と同

時に議論されるべき地方分権の推進と、税源移譲の問題を先送りしている。これらの早期

実現を、県の市長会、県の議長会を通じて国に強く要望してほしい」との要望もございま

した。 

 以上をもちまして、県央部合併問題調査研究特別委員会の中間報告とさせていただきま

す。 

○議長（中司  実君） 次に、中心市街地活性化対策調査特別委員会の中間報告を受け

ます。河村特別委員長。 

        〔中心市街地活性化対策調査特別委員長 河村 龍夫君 登壇〕 

○２５番（河村 龍夫君） 去る２月２０日に中心市街地活性化対策調査特別委員会を開

催しましたので、その経緯について概要を御報告いたします。 

 それでは、事業概要及び協議内容について、各事業ごとに順次御報告申し上げたいと思

います。 
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 まず、防府駅北土地区画整理事業及び防府駅てんじんぐち市街地再開発事業についてで

ございますが、駅北土地区画整理事業については、本年度はＣ街区の建物移転補償と、そ

れに伴う宅地の整地工事、県道赤間通り線整備、Ａ、Ｂ、Ｃ街区の建物移転補償費算定業

務委託を実施しており、今後の予定として、Ｂ街区及びＡ街区の一部において、市街地再

開発事業との一体的施行するため、その進捗にあわせた建物移転補償を実施していくとの

ことでございました。 

 次に、防府駅てんじんぐち市街地再開発事業についてでございますが、昨年１０月に都

市計画決定を行い、Ａ・Ｂ街区に市街地再開発事業区を設定し、事業区への換地の申し出

という法的な手続を進めてまいりました。申し出については当初から事業への参加を希望

しておられた全員の２３名の方から申出書の提出があったとのことでございました。 

 また、昨年１０月、再開発事業の事業化準備のため設立されました、防府駅てんじんぐ

ち市街地再開発準備組合では、山口県住宅供給公社へ事業参加への検討を要請しており、

現在、施設計画や商業計画について協議を重ねておられるとのことでございます。 

 地域振興整備公団の出資については、公団側から当初協議をしておりました１０億円に

加え、２億円の増資が受け入れ可能かどうかの打診があり、増資の場合、市の追加出資が

必要なことから、慎重に検討した結果、市が取得する保留床の予算措置の軽減が図れるこ

となど、市街地再開発事業全体を勘案し、公団に対して１２億円出資を要請する予定との

ことでございました。 

 さらに、公共公益的施設の導入の検討については、防府駅てんじんぐち市街地再開発事

業公共公益施設検討懇話会での提言をいただき、３月中旬ごろには内容を詰めたいとのこ

とでございました。公共公益施設市民アンケートの結果についての報告もございました。 

 両事業に対する質疑の主なものを申し上げますと、「多額の予算を投資している区画整

理事業ではあるが、Ｃ街区の現在の街並みを見るにつけ、全体として高度利用、計画性が

見えないように思うがどうか」との質疑に対し、執行部より「地区計画により、用途制限

をかけ、建ぺい率は８０％、容積率５００％、高さを６メートル以上とし、道路面に対し

ての１階部分へ住宅系は入れないなど、整合性を持たせ事業を進めております」との答弁

がございました。 

 また、「駐車場については、２２０台で計画は立てられているが、この計画台数で十分

なのか。車社会に対応し、購買意欲を高める面からも、施設隣接の駐車台数はさらにふや

すべきではないか」との質疑に対し、「昨年８月の特別委員会で御指摘を受け、都市整備

部及び総務部で再度、協議・検討いたしましたが、費用負担、採算の面から大変厳しい状

況でございます。したがって、隣接の大規模小売店や、周辺の駐車場を相互利用すること
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で対応していかなければと考えております」との答弁がございました。 

 また、「再開発における住宅施設への事業参加については、山口県住宅供給公社に対し、

重点的に打診しているのか」との質疑に対し、「組合では公社に事業参加についての検討

要請をしたところ、今後も協議・検討していくとの回答を得ておりますが、民間デベロッ

パーへの打診も並行して実施、比較検討する中で、競合する周辺のマンションの販売価格、

一戸当たりの占有面積等を考慮に入れ、結論を出されることになります」との答弁がござ

いました。 

 また、「Ｂ街区再開発にかかわる減歩についてはどうなっているのか」との質疑に対し、

「平均減歩率は１７％でございます。駅南区画整理事業実施に際し、駅北についても区画

整理事業実施の要望書の提出があり、事業着手をいたしましたが、既成市街地でもあり、

当然、減歩率は高かったのですが、減歩率緩和のための減価補償金を導入いたしまして、

あくまで平均ではございますが、駅南と同様の減歩率としております」との答弁がござい

ました。 

 さらに、「土地区画整理事業や市街地再開発事業の実施に伴う交通体系の整備は非常に

重要な課題と言える。特に、駅北区画整理事業区域北側部分の街路整備、旧国道２号線に

向かう補助幹線の整備、あるいは大林寺協和線の早期着手は、この事業を成功させるため

には不可欠だ。厳しい市の財政状況や、街路整備事業での補助財源確保が困難なことは承

知しているが、今後の計画を示してほしい」との質疑に対し、「道路の形態から見ても、

県道駅通り牟礼線の北側部分の街路整備の必要性は十分認識しております。そこで、平成

２１年度完成予定の駅北区画整理事業と並行して、今後優先順位を考慮に入れ、地元と協

議しながら最善の整備手法及び交通体系の確立に向けて長期整備計画として検討したいと

考えております」との答弁がございました。 

 関連して、「交通体系と駐車場の問題は、将来を見据えた判断が必要だと思う。十分な

検討と協議を重ねてほしい」との要望がございました。 

 次に、天神表参道景観整備事業については、昨年１２月に上天神町自治会と、天神商店

街振興組合の連名により、地元が主体的に取り組む景観の整備事業にあわせ、街路整備を

実施してほしいとの要望書の提出があり、市としては平成１７年度までの国の補助メニュ

ーであるまちづくり総合支援事業の中での実施の是非を含め、県と協議をするとともに、

これまでの経過を踏まえ、検討した結果、同事業完了のために、まず、老朽化した用水路

の改修を実施した上で、平成１５年度から地元が実施する景観整備とあわせ、市が施行す

る街路整備について協議を行い、調整の後、平成１６年、１７年度の２カ年で事業を完了

したいとのことでした。 
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 同事業に対する質疑の主なものを申し上げますと、「当初は親水性ロードが計画されて

いたが、これは断念するということか」との質疑に対し、執行部より「地元から、当初、

親水的な性格を持たせたものをということで、市としても計画しておりましたが、道路幅

員の問題から生じる交通規制に関し、最終的に地元との調整が不調に終わったことから、

この計画については断念せざるを得ませんでした。改めて地元で検討され、総意として、

立市に準じた形の石畳による道路整備を要望してこられましたので、これに沿って事業を

進めたいと思います」との答弁がございました。 

 また、「今後この事業を実施するに当たっては、十分、地元とのコンセンサスを図って

いってほしい」との要望もございました。 

 次に、身近なまちづくり支援街路事業についてでございますが、平成１３年度末に補助

事業採択を受け、早急な整備が求められていた都市計画道路新橋牟礼線の国分寺前から毛

利庭園前までの間について事業着手しており、平成１９年度完成に向けて整備を進めてい

くとのことでした。 

 ＴＭＯ構想につきましては、その概要説明、並びに旧山口銀行防府支店を利用しての防

府市まちづくり活動拠点施設の活用、管理運営について説明がございました。 

 最後に、防府市快適観光空間整備事業につきましては、本年度の事業実施状況の説明が

あり、今後、事業完了年度である平成１６年度までに、文化・歴史・自然等体験施設、小

規模休憩施設の設置を予定しているとのことでございました。 

 身近なまちづくり支援街路事業、ＴＭＯ構想、防府市快適観光空間整備事業の３項目に

つきましては、特に御報告申し上げる質疑等はございませんでした。 

 以上の経過をもちまして、中心市街地活性化対策調査特別委員会の中間報告とさせてい

ただきます。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○議長（中司  実君） ただいまの各特別委員会の中間報告に対し、一括して質疑を求

めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 以上で、特別委員会の中間報告を終わります。 

 

  推薦第１号人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（中司  実君） 推薦第１号を議題とします。理事者の補足説明を求めます。市

長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 
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○市長（松浦 正人君） 推薦第１号人権擁護委員候補者の推薦について御説明申し上げ

ます。 

 本案は、人権擁護委員のうち佐伯京子氏の任期が、６月３０日をもって満了となります

ので、引き続き推薦いたすことにつきまして、人権擁護委員法の規定により議会の御意見

をいただくため、提案するものでございます。 

 御賛同いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） 本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。本件については、委員会付託を

省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 討論を終結してお諮りします。本件については、これに同意す

ることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、推薦第１号については、

これに同意することに決しました。 

 

  選任第１号防府市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（中司  実君） 選任第１号を議題とします。理事者の補足説明を求めます。市

長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 選任第１号防府市固定資産評価審査委員会委員の選任について

御説明申し上げます。 

 本案は、防府市固定資産評価審査委員会委員のうち、玉田哲二郎氏が３月２４日をもっ

て任期満了となりますので、引き続き委員としてお願いするものでございます。 

 玉田氏は、専門的な知識、経験が豊富であり、固定資産評価審査委員会委員として適任

であると考えております。 

 よろしく御審議の上、御同意を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） 本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。本件については、委員会付託を

省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 討論を終結してお諮りします。本件については、これに同意す

ることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、選任第１号については、

これに同意することに決しました。 

 

  議案第４号新たに生じた土地の確認について 

  議案第５号字の区域の変更について 

○議長（中司  実君） 議案第４号及び議案第５号の２議案を一括議題とします。理事

者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 議案第４号新たに生じた土地の確認について及び議案第５号字

の区域の変更について一括して御説明申し上げます。 

 議案第４号についてでございますが、山口県が平成４年度から三田尻中関港改修事業の

一環として、大字浜方字大浜三ノ桝地先の公有水面を埋め立て、埠頭用地を造成しており

ましたものが、このたび完成いたしましたので、新たに生じた土地の確認をお願いするも

のでございます。 

 次に、議案第５号でございますが、議案第４号の新たに生じた土地を大字浜方字大浜三

ノ桝の区域に編入しようとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

２議案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、一括して討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中司  実君） 討論を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

２議案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第４号及び議案第５

号については、原案のとおり可決されました。 

 

  議案第６号新たに生じた土地の確認について 

  議案第７号字の区域の変更について 

○議長（中司  実君） 議案第６号及び議案第７号の２議案を一括議題とします。理事

者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 議案第６号新たに生じた土地の確認について及び議案第７号字

の区域の変更について一括して御説明申し上げます。 

 議案第６号についてでございますが、平成１１年度から中浦漁港局部改良事業として、

大字田島字浜地先の公有水面を埋め立て、漁港施設用地を造成しておりましたものが、こ

のたび完成いたしましたので、新たに生じた土地の確認をお願いするものでございます。 

 次に、議案第７号でございますが、議案第６号の新たに生じた土地を大字田島字浜の区

域に編入しようとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

２議案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、一括して討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 討論を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

２議案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第６号及び議案第７

号については、原案のとおり可決されました。 

 

－14－ 



  議案第８号字の区域の変更について 

○議長（中司  実君） 議案第８号を議題とします。理事者の補足説明を求めます。市

長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 議案第８号字の区域の変更について御説明申し上げます。 

 本案は、大道北地区の県営ほ場整備事業の施行に伴う第三換地区の土地の換地処分によ

り、字の区域の変更を行おうとするものでございます。 

 変更の内容につきましては、ほ場整備事業の施行の結果、従来不規則であった土地の区

画形状及び道路、水路等が整備されまたので、従来の土地等を境界とする字の区域を、工

事後の土地等により新たに区画しようとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） 本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。本案については、委員会付託を

省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 討論を終結してお諮りします。本案については、これを可決す

ることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第８号については、

原案のとおり可決されました。 

 

  議案第９号平成１４年度防府市一般会計補正予算（第８号） 

○議長（中司  実君） 議案第９号を議題とします。理事者の補足説明を求めます。助

役。 

        〔助役 土井  章君 登壇〕 

○助役（土井  章君） 議案第９号平成１４年度防府市一般会計補正予算（第８号）に

ついて御説明申し上げます。 

 まず、第１条におきまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億３,９９２

万７,０００円を減額し、補正後の予算総額を４０２億２,８９２万４,０００円といたし
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ておりますが、今回の補正は決算見込みによる補正が主なものでございます。 

 次に、第２条の継続費の補正につきましては、７ページの第２表及び１７０ページから

１７２ページの継続費調書でお示しいたしておりますように、防衛施設周辺老人福祉施設

防音事業及び基地周辺障害防止対策事業、小野小学校増改築事業の総額及び年割額の変更

をお願いするものでございます。 

 次に、第３条の繰越明許費につきましては、８、９ページの第３表及び１７４ページか

ら１７８ページの繰越明許費調書でお示しいたしておりますように、新世代地域ケーブル

テレビ施設整備事業負担金外２２件の繰り越しをお願いするものでございます。 

 繰り越し理由につきましては、繰越明許費調書に記載しておりますので、ここでの説明

は割愛させていただきます。 

 第４条の地方債の補正につきましては、１０、１１ページの第４表でお示しいたしてお

りますように、いずれも適債事業の事業費確定見込みによる変更をお願いするものでござ

います。 

 それでは、歳入歳出予算の補正の内容につきまして、事項別明細書により、その主なも

のを順を追って御説明申し上げます。 

 まず、歳入でございますが、１２ページから２６ページまでの市税、地方譲与税、各種

交付金、分担金及び負担金、使用料及び手数料につきましては、いずれも決算見込みによ

る補正をお願いするものでございます。 

 ２８ページの国庫支出金から６２ページの県支出金につきましては、国の経済対策によ

る追加内示及び事業費の内示確定、精算見込みに伴う補正をお願いするものでございます。 

 次に、６２ページから６４ページまでの財産収入につきましては、遊休土地の売り払い

等に伴う補正をお願いしております。 

 また、寄附金につきましては、図書購入のための指定寄附の申し込みをいただいたもの

でございます。 

 ６６ページから７２ページまでの繰入金及び諸収入につきましては、いずれも事業費の

確定や決算見込みに基づき補正を行っております。 

 次に、７４ページから７６ページの市債につきましては、いずれも適債事業の決算見込

みに伴う補正をお願いするものでございます。 

 次に、歳出の主なものについて、御説明申し上げます。 

 まず、８０ページの２款総務費、１項総務管理費、２目人事管理費では、退職者の増に

伴う退職手当等の補正をお願いしております。 

 次に、８２ページの７目財政調整基金費につきましては、歳入で御説明いたしました市
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有地売払収入等を基金に積み立てようとするものでございます。 

 次に、８４ページの９目企画費につきましては、国の追加内示による新世代地域ケーブ

ルテレビ施設整備事業の負担金等を計上いたしております。これによりまして、大道の切

畑地区と野島地区を除く全地域でケーブルテレビ回線が双方化され、インターネット利用

が可能となる予定でございます。 

 次に、１０４ページの３款民生費、１項社会福祉費、５目障害者福祉費では、心身障害

者施設建設費の一部を山口市のなでしこ園、岩国市のひかりの里へ助成する経費を計上い

たしております。 

 次に、１０８ページの２項児童福祉費、２目児童措置費で、民間保育所職員の処遇向上

及び保育の充実を図るための経費及び西佐波保育園の施設建設費の一部を助成する経費、

また１１２ページの３項生活保護費、２目扶助費につきましては、生活保護受給者の増加

等に伴う経費の補正をいたしております。 

 次に、１２０ページまでの４款衛生費につきましては、いずれも決算見込みに伴う補正

でございますが、そのうち、主なものといたしましては、各種予防接種や健康診査の受診

者の実績見込みによる減、指定ごみ袋製作及び最終処分場の突堤撤去工事の入札差金、ご

み焼却灰セメント原料化の委託経費の減等による補正でございます。 

 次に、１２２ページから１２８ページの６款農林水産業費につきましては、いずれも事

業費の確定及び決算見込みにより補正をいたすものでございます。 

 次の、７款商工費につきましては、快適観光空間整備事業の節の組みかえを行うほか、

制度融資につきましては、決算見込みにより補正をさせていただいております。 

 １３２ページから１４４ページまでの８款土木費につきましては、駅北市街地再開発事

業において、昨年１２月定例会で（仮称）防府地域振興株式会社へ評価額約１１億円の土

地の現物出資の御議決をいただいたところでございますが、その後、地域振興整備公団よ

り２億円を追加し、計１２億円を出資したい旨の申し出をいただき、それに伴い、防府市

も２分の１出資に対する不足額、１億５９０万円を追加計上いたすほか、工事請負の入札

差金及び公共下水道事業特別会計繰出金、県事業負担金等を決算見込みにより補正いたし

ております。 

 次に、１４６ページの９款消防費でございますが、消防緊急通信指令施設及び消防多重

無線設備の入札差金による減が主なものでございます。 

 次に、１４８ページから１６０ページの１０款教育費につきましては、国の経済対策に

よる追加内示のあった小野小学校及び牟礼小学校増改築に伴う工事費及び施設用備品費の

補正が主なものでございます。 
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 次に、１６４ページの１２款公債費につきましては、公債利子及び一時借入金利子を決

算見込みにより減額いたすものでございます。 

 以上、今回の補正の主なものについて御説明を申し上げましたが、収支をいたしまして

補正後の予備費を２億７,５２７万６,０００円といたしております。 

 よろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（中司  実君） 本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。本案については、なお審査の要

があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございません

か。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第９号については、

関係各常任委員会に付託と決しました。 

 

  議案第１０号平成１４年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第４号） 

  議案第１１号平成１４年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 

  議案第１２号平成１４年度防府市と場事業特別会計補正予算（第１号） 

  議案第１３号平成１４年度防府市青果市場事業特別会計補正予算（第２号） 

  議案第１４号平成１４年度防府市同和地区住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１ 

 号） 

  議案第１５号平成１４年度防府市土地取得事業特別会計補正予算（第１号） 

  議案第１６号平成１４年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  議案第１７号平成１４年度防府市老人保健事業特別会計補正予算（第３号） 

  議案第１８号平成１４年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

○議長（中司  実君） 議案第１０号から議案第１８号までの９議案を一括議題としま

す。理事者の補足説明を求めます。助役。 

        〔助役 土井  章君 登壇〕 

○助役（土井  章君） それでは、議案第１０号から議案第１８号の９議案について、

一括して、かつ順を追って御説明申し上げます。 

 まず１ページ、議案第１０号平成１４年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

について御説明申し上げます。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２億３,４６４万
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７,０００円を減額し、補正後の予算総額を２２３億２,５７６万１,０００円といたして

おります。 

 今回の補正は、決算見込みに基づき行っておりますが、競輪事業を取り巻く環境は大変

厳しく、歳入では車券発売金収入、諸収入等を、歳出では競輪事業費・諸支出金をそれぞ

れ減額し、収支差を予備費で調整いたしております。 

 次に、１７ページの議案第１１号平成１４年度防府市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第５号）でございますが、第１条におきまして、歳入歳出予算の総額から、歳入

歳出それぞれ５億１,２０４万７,０００円を減額し、補正後の予算総額を８７億９２４万

７,０００円といたしております。 

 この会計も、決算見込みによる補正を行うものでありますが、歳入では保険料、国庫支

出金、療養給付費交付金、繰入金等を、歳出では保険給付費、老人保健拠出金及び基金積

立金等を計上いたし、収支差を予備費で調整しております。 

 次に、４３ページの議案第１２号平成１４年度防府市と場事業特別会計補正予算（第１

号）について御説明申し上げます。 

 今回の補正は、決算見込みに基づき行っておりますが、国庫支出金の増額を計上いたし、

収支差を一般会計からの繰入金で調整しております。 

 次に、４９ページの議案第１３号平成１４年度防府市青果市場事業特別会計補正予算

（第２号）でございますが、歳入歳出それぞれ１５７万６,０００円を減額し、補正後の

予算総額を１億６,３８４万円といたしております。 

 また、５９ページの議案第１４号平成１４年度防府市同和地区住宅資金貸付事業特別会

計補正予算（第１号）でございますが、歳入歳出それぞれ２５０万９,０００円を追加し、

補正後の予算総額を２億１,２５１万４,０００円といたしております。両会計とも今回の

補正は、決算見込みに基づき行っておるものでございます。 

 次に、６７ページの議案第１５号平成１４年度防府市土地取得事業特別会計補正予算

（第１号）につきましては、歳入歳出それぞれ６０万５,０００円を追加し、補正後の予

算総額を２２８万４,０００円といたしており、歳入では財産収入を決算見込みに基づき

計上いたし、収支差を土地開発基金に積み立てようとするものでございます。 

 次に、７５ページの議案第１６号平成１４年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明申し上げます。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４,７５６万６,０００

円を追加し、補正後の予算総額を５２億９,６４７万２,０００円といたしております。 

 第２条の繰越明許費につきましては、７８ページの第２表及び９２ページの繰越明許費
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調書でお示ししておりますように、公共下水道事業の繰り越しをお願いするものでござい

ます。 

 第３条の地方債の補正につきましては、７９ページの第３表及び９４ページの地方債調

書でお示しいたしておりますように、いずれも適債事業の事業費確定見込みによる変更を

お願いするものでございます。 

 今回の補正は、決算見込みにより行っておるものでございますが、歳入では、下水道使

用料と水道料金を同時徴収としたため、徴収率がアップしたことによる使用料の増及び国

の経済対策による追加内示に伴う、国庫支出金の増と消費税還付金等が主なものでござい

ます。 

 歳出におきましては、歳入でも御説明いたしました国の経済対策による追加内示の公共

下水道建設事業費等を計上いたしておるものでございます。 

 次に、９５ページの議案第１７号平成１４年度防府市老人保健事業特別会計補正予算

（第３号）でございますが、歳入歳出それぞれ４億２,７２４万１,０００円を減額し、補

正後の予算総額を１２３億４,５０３万３,０００円といたしております。 

 今回の補正は、歳出において、医療給付費が年間見込みを下回ったこと等及びそれに伴

う歳入調整が主なものでございます。 

 次に、１０７ページの議案第１８号平成１４年度防府市介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）について御説明申し上げます。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１,６８３万

８,０００円を減額し、補正後の予算総額を５９億９,４３９万８,０００円といたしてお

ります。この事業も、今回の補正は歳入歳出いずれも決算見込みに基づき行っているもの

でございます。 

 以上、議案第１０号から議案第１８号までの９議案について御説明申し上げました。よ

ろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（中司  実君） ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。１６

番。 

○１６番（木村 一彦君） ８４ページの公共下水道事業特別会計で、６款の市債、今回

４,５００万円の増額補正がされて、１３億１,６５０万円というふうになっております。

公共下水道事業は、毎年多額のお金を投入して行われているわけですけれども、この市債、

いわば市の借金の状況、年々残高がふえているんじゃないかと思いますが、この動向と、

それから今後の見通しといいますか、このまま続けていくとどんどん膨らんでいくのかど

うか、あるいはある時点から改善に向かうのかどうか、これは前もお伺いしたようにも思
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いますが、いま一度、ちょっと御説明願いたいと思います。 

○議長（中司  実君） 助役。 

○助役（土井  章君） まだ担当部長がここへ長期の収支見込み書を持ってきておりま

せんけれども、現在、防府市の場合はまだ、普及率が４０％ということで、幹線管渠を含

めまして先行投資の状態でございまして、今、いっときは公債費はふえると予想しており

ます。しかし、普及率が上がることによりまして下水道使用料が入ってまいりますので、

長期的には収支は相均衡するんでございますが、現在はまだ公債費はふえていると。要す

るに先行投資がまだ終わっていない状態だということでございます。 

○議長（中司  実君） １６番。 

○１６番（木村 一彦君） 今現在の残高はわかりますか。 

○議長（中司  実君） 財務部長。 

○財務部長（湯浅 克彦君） ９４ページでございますけれども、地方債の当該年度現在

高見込み額につきましては１８３億９,９５７万２,０００円でございます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

９議案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと

思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第１０号及び議案

第１５号については総務委員会に、議案第１１号、議案第１２号、議案第１４号、議案第

１７号及び議案第１８号については教育民生委員会に、議案第１３号については経済委員

会に、議案第１６号については建設委員会に、それぞれ付託と決しました。 

 

  議案第１９号平成１４年度防府市水道事業会計補正予算（第１号） 

  議案第２０号平成１４年度防府市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（中司  実君） 議案第１９号及び議案第２０号の２議案を一括議題とします。

理事者の補足説明を求めます。水道事業管理者。 

        〔水道事業管理者 吉田 敏明君 登壇〕 

○水道事業管理者（吉田 敏明君） 議案第１９号及び議案第２０号について一括して御

説明申し上げます。 

 まず、議案第１９号平成１４年度防府市水道事業会計補正予算（第１号）について御説

明申し上げます。 
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 今回の補正は、決算見込みに立ちました収入及び支出の増減額を、それぞれお示しい

たしておりますように補正をお願いするものでございます。すなわち、予算第２条に定め

ております業務の予定量につきましては、年間総給水量を１,４４４万９,０００立方メー

トルに、１日平均給水量を３万９,５８６立方メートルに、建設改良事業の事業費を７億

３,４５８万７,０００円に改めようとするもので、以下、この業務量の変更に伴い、所要

の補正をお願いするものでございます。 

 予算第３条に定めております収益的収入及び支出の予定額につきましては、平成１４年

度防府市水道事業会計補正予算実施計画にその内容をお示しいたしておるとおりでござい

ます。給水収益につきましては、深刻な景気後退の影響などから、水量が減少することに

よる減額補正をお願いするものの、給水負担金の増収及びその他収入の増額が見込めるた

め、収益的収入全体では１,９１３万９,０００円の増額補正をお願いするものでございま

す。 

 一方、費用面におきましては、配水管耐用年数の法改正に伴う減価償却費の減額や、一

般管理費等諸費用の減額を見込んでおり、消費税及び地方消費税納付額が増額となるもの

の、収益的支出全体では３,７８９万４,０００円の減額補正をお願いするものでございま

す。 

 次に、予算第４条に定めております資本的収入及び支出の主なものにつきましては、同

時施工を予定しておりました主たる公共工事が延期されたことにより、建設改良費を減額

しようとするもので、これに伴い企業債の借入額及び工事負担金の減額補正をお願いする

ものでございます。 

 また、あわせて資本的収支不足額の補てん財源については、それぞれお示しいたしてお

りますように改めようとするものでございます。 

 第５条につきましては、企業債の限度額を３億９,０００万円に改めようとするもので

ございます。 

 次に、議案第２０号平成１４年度防府市工業用水道事業会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、補正予算書１２ページにお示しをいたしておりますように、本会計に

つきましても、決算見込みに立ちました増減額をお願いするものでございます。 

 以上、議案第１９号及び議案第２０号について御説明申し上げました。よろしく御審議

のほどお願いを申し上げます。 

○議長（中司  実君） ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。２３

番。 

○２３番（久保 玄爾君） 例年とちょっと違った補正のように感じます。特に、有形固
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定資産の減価償却が、先ほどちょっと申されましたけれども、３,２８７万７,０００円減

額になっておりますけれども、何か特別に経理処理か何かの関係でこうなったのか、その

理由をちょっと。 

○議長（中司  実君） 水道事業管理者。 

○水道事業管理者（吉田 敏明君） 減価償却費につきましては、法改正といいますか、

耐用年数の変更と、配水管、通常ビニール管とか、鋳鉄管とかいろいろあるわけですが、

この耐用年数が例年２５年だったものが４０年と長くなったわけです。その関係で減価償

却が減ってきたというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中司  実君） ２３番。 

○２３番（久保 玄爾君） 今年度だけでなくて、したがって、だんだんこういうふうに

なってくるということですね。 

○水道事業管理者（吉田 敏明君） はい、そういうことです。 

○議長（中司  実君） 質疑を終結してお諮りします。ただいま議題となっております

２議案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと

思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第１９号及び議案第

２０号については、建設委員会に付託と決しました。 

 

○議長（中司  実君） 以上をもちまして、本日の日程はすべて議了しました。 

 本日はこれにて散会します。なお、次の本会議は３月６日午前１０時から開催いたしま

す。その間、各常任委員会におかれましては、よろしく御審議のほどお願いいたします。

お疲れさまでございました。 

午前１１時 ８分 散会 

 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

   平成１５年２月２８日 

 

               防府市議会議長   中 司    実 

 

               防府市議会議員   馬 野  昭 彦 
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               防府市議会議員   木 村  一 彦 
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